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残
念
な
が
ら
、
本
年
度
総
会
は
書

面
審
査
の
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。第
五
波
の
コ
ロ
ナ
の
ピ
ー

ク
を
も
っ
て
終
焉
に
向
か
う
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
コ
ロ

ナ
と
の
先
の
見
え
な
い
戦
い
を
続
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
で
す
。

川
越
初
雁
会
の
行
事
も
、
感
染
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
継
続
し
て
行
く

よ
う
に
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
例
年
の
行

事
が
開
催
出
来
る
こ
と
を
待
ち
望
ん

で
い
ま
す
。

令和３年度川越初雁会総会は書面にて決議

九
段
坂
下
の
『
昭
和
館
』
に
つ
い
て

佐
々
木 

典
夫
（
高
十
二
回
）

昭和館正面入り口

厚
生
省
在
職
中
に
、
昭
和
館
設
立
に

深
く
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、佐
々

木
氏
に
経
過
や
館
の
展
示
内
容
に
つ
い

て
記
述
し
て
頂
き
ま
し
た
。

昭
和
館
は
、
千
代
田
区
の
九
段
坂
下

に
あ
り
、
九
段
会
館
に
隣
接
し
た
七
階

建
て
の
特
徴
の
あ
る
建
物
で
す
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
具
合
に
よ
る
の
で
す
が
、
春

の
散
策
会
で
見
学
す
る
予
定
で
す
。

川
越
初
雁
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

佐
々
木
氏
の
文
章
が
も
う
少
し
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
る
他
、
十
五
回
の
岡
部

氏
の
感
想
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

合
わ
せ
て
そ
ち
ら
も
ご
覧
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
の
終
焉
を
願
っ
て

コ
ロ
ナ
の
終
焉
を
願
っ
て

川
越
初
雁
会
会
長

岩
堀

　

弘
明

経
過
報
告
　
　

　（
事
務
局
）

総
会
の
案
内
を
準
備
し
て
い

た
七
月
中
旬
時
点
で
は
、
九
月

十
八
日
予
定
の
総
会
は
何
と
か

開
催
で
き
る
状
況
で
し
た
。

念
の
た
め
、
書
面
開
催
の

準
備
も
し
て
お
き
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
こ
れ
が
生
き
て
く
る

と
は
思
い
も
寄
ら
な
い
状
況

の
変
化
で
し
た
。
ち
な
み
に
、

百
三
十
九
名
の
返
信
・
賛
成
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

ひ
と
え
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
・
デ
ル
タ
株
の
急
速
な
拡

大
に
よ
る
も
の
で
す
。

七
月
三
十
日
に
埼
玉
県
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
九

月
九
日
に
三
十
日
ま
で
の
延
長

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

点
で
総
会
の
中
止
、
書
面
総
会

へ
の
移
行
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
宣
言
は
九
月
三
十

日
に
解
除
さ
れ
、
十
月
九
日
の

散
策
会
（
両
国
界
隈
）
は
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

講
演
会

令
和
四
年
三
月
十
九
日
（
土
）

　
十
五
時

川
越
高
校
図
書
館
二
階

セ
ミ
ナ
ー
室

講
師
：
田
中
敦
氏
（
高
三
十
四
）

　
山
梨
大
学
教
授

　
演
題
：
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
と

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

散
策
会

令
和
四
年
六
月
十
一
日
（
土
）

九
段
坂
下
『
昭
和
館
』

マ
ス
ク
な
し
の
挨
拶
が
懐
か
し
い

令
和
元
年
九
月
の
総
会
の
写
真

http://www.kawagoe-hatukarikai.com/
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十
月
十
四
日
　
川
越
カ
ン

ト
リ
ー
に
て
一
年
ぶ
り
の
初
雁

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
春
は
見

送
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
参

加
（
三
十
九
名
）
を
い
た
だ
き

第
十
九
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

発
行
人

会 

長 

岩
堀 

弘
明

事
務
局 

川
越
市
六
軒
町
一
─

三
─

十

題
字 

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷 

（株）
櫻
井
印
刷
所

  

梶
田

　
進
一
（
高
二
十
回
）

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。成

績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優
勝
　
小
松
正
彦
様（
十
七
回
）

準
優
勝
　
平
野
満
様（
十
六
回
）

３
位
　
伊
東
通
夫
様（
二
十
回
）

な
お
、
今
回
も
自
粛
要
請
が

あ
り
パ
ー
テ
ィ
の
中
止
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
前
半
の
ス
コ
ア
集

計
で
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

一
同
を
介
し
て
の
懇
親
会
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
お
互
い
の
元
気
な
姿
に
出

合
い
、
楽
し
い
一
時
を
共
有
で

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
次
回

三
月
二
十
四
日
は
第
二
十
回
と

な
り
ま
す
。
多
く
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
二
千
円
未
納
の
方
は
、

お
早
め
に
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

と
出
書
院
も
附
属
し
て
い
ま

す
。
こ
の
出
書
院
の
前
で
八
雲

の
長
男
の
一
雄
氏
は
、
父
の
遺

品
の
机
に
向
か
っ
て
執
筆
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
北
側
は
、

洞ホ
ラ
ド
コ床
を
持
つ
変
形
の
六
畳
半
で

す
。
両
部
屋
の
境
に
嵌
め
込
ま

れ
た
欄
間
に
は
、
鳳
凰
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
伯
爵

邸
時
代
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。

奥
に
あ
る
三
畳
間
は
、
網
代

天
井
と
樹
皮
を
残
し
た
ま
ま
の

柱
、
鴨
居
下
に
厚
板
を
貼
っ
た

だ
け
の
床
、
繊
細
な
桟
の
障
子

と
い
う
よ
う
に
茶
室
の

設
え
で
す
。
庭
の
池
の

州
浜
に
張
り
出
し
て

建
っ
て
い
ま
す
。

玄
関
左
脇
の
座
敷
も

吊
床
と
下
地
窓
を
持
っ

た
数
寄
の
空
間
で
、
こ

の
部
屋
だ
け
の
縁
側
を

持
ち
、
砂
壁
の
足
元
に

は
、
箒
で
壁
が
痛
ま
な

い
よ
う
に
反
故
紙
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
。

縁
側
の
硝
子
戸
は
、

流
木
を
使
っ
た
腰
板

に
、
ガ
ラ
ス
は
往
時
の
ゆ
が
ん

だ
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
縁
側
に
山
吉
さ
ん
が

立
っ
て
、
庭
で
の
障
子
張
り
の

様
子
を
じ
っ
と
見
て
い
た
と
、

経
師
の
故
安
藤
和
一
氏
は
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

近
代
の
和
風
住
宅
に
く
わ
し

い
某
大
学
教
授
に
見
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
質
の
い

い
建
築
で
あ
り
、
保
存
す
べ
き

価
値
が
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

早
い
再
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

平
成
三
十
年
か
ら
十
七
回

卒
、
圓
山
さ
ん
を
中
心
に
、
藤

沢
周
平
の
作
品
を
朗
読
し
な
が

ら
、
鑑
賞
す
る
サ
ロ
ン
を
隔
月

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

幸
す
し
、
長
島
さ
ん
の
座
敷
を

お
借
り
し
て
、
の
ん
び
り
と
江

戸
時
代
の
よ
う
な
情
緒
を
味
わ

い
な
が
ら
の
読
書
会
で
す
。
今

年
は
「
玄
鳥
」
を
読
み
継
い
で

い
ま
す
。

こ
の
読
書
会
と
併
行
し
て
、

近
現
代
史
の
読
書
会
も
隔
月
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
安

藤
優
一
郞
著
「
渋
沢
栄
一
と
勝

海
舟
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

会
員
の
増
村
さ
ん
の
「
チ
モ
ト

コ
ー
ヒ
ー
」
の
喫
茶
室
で
開
催

さ
れ
、
朗
読
を
し
な
が
ら
近
代

を
動
か
し
た
人
々
の
機
微
を
読

み
解
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

会
も
七
，
八
名
の
参
加
者
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま

で
連
絡
下
さ
い
。（
事
務
局
）

藤
沢
周
平
と

安
藤
優
一
郞
を
読
む

読
書
サ
ロ
ン
へ
の
お
誘
い

中央公民館分室正面玄関

久しぶりの初雁会のゴルフコンペ　39名が参加して盛大に開催
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《
戦
没
者
遺
児
記
念
館
（
仮

称
）、
戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

（
仮
称
）、
昭
和
館
》
は
、
二
〇

年
前
に
ま
と
め
た
厚
生
省
の
職

場
・
仕
事
の
思
い
出
集
「
私
の

厚
生
行
政
」
所
収
の
援
護
行
政

で
昭
和
館
建
設
に
関
わ
っ
た
部

分
。
印
象
に
残
る
の
は
先
の
大

戦
の
歴
史
認
識
の
難
し
さ
。
戦

没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
（
仮
称
）

の
名
称
が
問
題
を
一
層
難
し
く

し
た
面
が
あ
っ
た
な
と
思
い
起

こ
さ
れ
た
。

昭
和
館
は
昭
和
五
四
年
の
日

本
遺
族
会
の
「
戦
没
者
遺
児
記

念
館
（
仮
称
）」
建
設
要
望
か
ら

厚
生
省
に
お
い
て
検
討
が
始
ま

り
、
平
成
五
年
度
予
算
に
、
戦

後
五
〇
周
年
の
平
成
七
年
開
館

を
目
指
し
て
、
国
民
の
生
活
面

か
ら
見
た
戦
争
の
悲
惨
さ
と
戦

中
戦
後
を
通
し
て
の
国
民
の
生

活
上
の
労
苦
を
後
世
代
に
伝
承

で
き
る
よ
う
な
展
示
等
を
行
う

「
戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
（
仮

称
）」
と
し
て
建
設
費
が
計
上
さ

れ
た
。
し
か
し
、
予
算
の
計
画

通
り
に
は
建
設
は
進
ま
ず
、
曲

折
を
経
て
平
成
一
一
年
三
月
に

「
昭
和
館
」
と
し
て
開
館
し
た
。

検
討
開
始
か
ら
開
館
ま
で

二
〇
年
の
歳
月
を
要
し
、
こ
の

間
有
識
者
委
員
の
ご
協
力
を
頂

き
、
多
く
の
職
員
が
関
わ
り
、

私
も
平
成
四
～
五
年
は
担
当
審

議
官
、
平
成
七
～
八
年
は
担
当

局
長
と
し
て
携
っ
た
。

当
時
は
、
平
成
五
年
八
月
に

は
細
川
連
立
内
閣
が
発
足
し
、

日
本
の
過
去
の
侵
略
行
為
や
植

民
地
支
配
に
深
い
反
省
と
お
詫

び
の
表
明
が
あ
り
、
平
成
六
年

八
月
に
は
村
山
内
閣
総
理
大
臣

の
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
五
〇
周
年
」

談
話
が
出
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
。

戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

（
仮
称
）
に
対
し
て
は
、

「
日
本
の
行
っ
た
あ
の

戦
争
に
対
す
る
反
省
の

意
を
表
明
し
、
侵
略
戦

争
の
犠
牲
に
な
っ
た
他

国
の
人
々
の
死
も
追
悼

す
べ
き
」
或
は
「
戦
争

の
後
世
へ
の
伝
承
を
う

た
い
な
が
ら
戦
争
の
悲

惨
さ
を
強
調
し
、
英

霊
追
悼
に
相
応
し
か
ら
ぬ
も
の

で
あ
り
、
国
立
の
侵
略
戦
争
懺

悔
反
戦
祈
念
館
に
な
っ
て
し
ま

う
」
な
ど
な
ど
、
先
の
大
戦
の

歴
史
認
識
の
相
違
か
ら
様
々
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成
七
年

九
月
の
企
画
検
討
委
員
会
座
長

見
解
に
よ
り
、
歴
史
的
評
価
の

分
か
れ
る
問
題
に
つ
い
て
の
展

示
は
避
け
て
資
料
収
集
保
存
を

重
視
し
、
ふ
さ
わ
し
い
正
式
名

称
を
決
め
る
と
の
整
理
に
な
っ

て
い
っ
た
。

《
昭
和
館
》
の
事
業
は
、
戦
中

戦
後
の
国
民
生
活
の
姿
を
伝
え

る
（
１
）
資
料
の
展
示
、
収
集
、

保
存
　（
２
）
基
本
的
図
書
、
映

像
、
音
響
資
料
の
収
集
、
閲
覧

提
供
　（
３
）
関
連
情
報
提
供
　

①
常
設
展
示
室
で
は
昭
和

一
〇
年
頃
か
ら
昭
和
三
〇
年
頃

ま
で
の
国
民
生
活
を
伝
え
る
実

物
資
料
等
を
展
示
　
②
映
像
・

音
響
室
で
は
当
時
の
写
真
、
映

像
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
音
響
資

料
を
Ｐ
Ｃ
で
視
聴
で
き
、　
④
図

書
室
で
は
文
献
資
料
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
検
索
閲
覧
が
で

き
る
。
　
⑤
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス

映
画
を
上
映
す
る
「
昭
和
館
懐

か
し
の
ニ
ュ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
」

も
あ
る
。

一
階
入
口
に
元
橋
本
龍
太
郎

内
閣
総
理
大
臣
の
「
昭
和
館
の

沿
革
」
と
題
す
る
銘
板
が
あ
り
、

設
置
の
趣
旨
や
昭
和
の
時
代
の

象
徴
が
先
の
大
戦
で
あ
り
こ
れ

に
よ
っ
て
苦
労
さ
れ
た
方
々
の

労
苦
を
後
世
代
に
伝
え
て
い
こ

う
と
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
昭
和
館
と
命
名
さ
れ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。

羽
毛
田
信
吾
館
長
は
開
館

二
〇
年
を
迎
え
て
の
ご
挨
拶
で

「
来
館
者
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
戦
後
七
〇
年
に
当
た
る

平
成
二
七
年
度
に
は
五
二
万
人

を
超
え
、
そ
の
後
も
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
小
・

中
学
校
の
来
館
が
年
を
逐
う
て

増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
世

代
へ
の
戦
争
体
験
伝
承
へ
の
重

要
性
と
い
う
観
点
か
ら
喜
ば
し

い
。
し
か
し
ま
だ
昭
和
館
を
知

る
人
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。

平
和
の
尊
さ
が
し
っ
か
り
認
識

さ
れ
る
よ
う
、
時
の
経
過
と
と

も
に
薄
れ
ゆ
く
戦
争
に
つ
い
て

の
庶
民
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
伝
え
て
い
く
」
と
述

べ
て
い
る
。

開
館
し
て
二
十
三
年
の
昭
和

館
は
、
関
係
者
の
地
道
な
運
営

努
力
で
充
実
し
て
き
て
い
る
。

関
心
の
向
き
に
応
じ
た
使
い
方

が
あ
る
の
で
、
先
ず
は
一
度
足

を
運
ん
で
い
た
だ
く
の
が
良
い

と
思
う
。

昭
和
館
が
、
今
後
も
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
、
戦
中
・
戦
後

の
国
民
生
活
の
労
苦
を
次
世
代

に
伝
え
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

る
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。（
了
）
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昭
和
二
十
一
年
四
月
松
本

利
雄
先
生
が
県
立
川
越
高
等
学

校
に
着
任
さ
れ
て
、
愛
称
と
し

て
別
名
「
お
や
じ
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
規
律

正
し
く
厳
し
い
中
で

も
愛
情
を
注
ぎ
、
指

導
さ
れ
て
き
た
事
が

そ
う
呼
ば
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
先
生
で

思
い
出
す
の
は
誰
も

が
「
め
が
ね
橋
」
と

答
え
ま
す
。
当
時
授

業
の
一
環
と
し
て
、

め
が
ね
橋
の
往
復
競

争
を
取
り
入
れ
、
体

力
の
強
化
と
精
神
力

の
強
さ
を
養
い
お
互

い
の
絆
を
高
め
る
効

果
を
生
み
出
す
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

卒
業
後
、
あ
の
「
め
が
ね
橋
」

の
走
り
が
自
分
の
人
生
に
役
立

つ
こ
と
が
出
来
た
と
多
く
の
方

が
賞
賛
さ
れ
、
当
時
陸
上
部
員

の
一
員
で
あ
っ
た
私
に
も
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
先
生
の
歴
史
に
少

し
触
れ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
先
生
は
日
本
体
育
専

門
学
校
（
現
日
本
体
育
大
学
）

を
卒
業
さ
れ
、
埼
玉
県
立
川
越

高
等
学
校
の
体
育
顧
問
と
し
て

三
十
二
年
間
、携
わ
り
ま
し
た
。

赴
任
早
々
、
当
時
最
新
だ
っ
た

欧
米
流
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
走
法

を
練
習
に
取
り
入
れ
て
、
そ
れ

が
功
を
奏
し
県
立
川
越
高
等
学

校
陸
上
競
技
部
の
黄
金
時
代
を

（
昭
和
二
十
六
年
）
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
春
の
県
学
徒
総
合

体
育
大
会
四
年
連
続
優
勝
、
昭

和
二
十
八
年
全
国
高
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
に
は
木
村
昭
夫
大
先
輩
が

五
千
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
、
駅
伝

で
は
毎
年
十
二
月
京
都
路
を

走
る
全
国
高
校
駅
伝
で
昭
和

二
十
六
年
に
六
位
入
賞
、
昭
和

二
十
七
年
に
は
三
位
入
賞
と
い

う
実
績
を
作
り
、
全
国
に
埼
玉

県
立
川
越
高
等
学
校
陸
上
競
技

部
こ
こ
に
あ
り
と
、
天
下
に
そ

長
坂

　
勲
（
高
十
回
）

の
名
を
轟
か
せ
た
の
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
実
績
が
全
国
の

競
技
指
導
者
に
認
め
ら
れ
、
県

高
体
連
、
県
陸
協
、
関
東
高
体

連
、
関
東
陸
協
、
日
本
陸
連
な

ど
の
理
事
を
長
く
勤
め
ら
れ
、

ほ
か
埼
玉
陸
協
理
事
長
、会
長
、

名
誉
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
国
体

埼
玉
県
総
監
督
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
写
真
判
定
主
任
な
ど
歴

史
に
残
る
役
員
等
も
勤
め
ら
れ

ま
し
た
。
更
に
指
導
者
と
し
て

の
功
績
と
し
て
秩
父
宮
賞
、
文

部
大
臣
賞
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
平

成
五
年
に
受
賞
し
た「
有
功
賞
」

は
名
高
く
、
全
国
の
陸
上
競
技

指
導
者
の
中
で
年
に
一
、二
名

し
か
受
賞
出
来
な
い
貴
重
な
賞

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
先
生
と
の
個
人
的

な
思
い
出
で
申
し
訳
な
く
思
い

ま
す
が
、
私
が
高
校
二
年
春
の

県
陸
上
競
技
学
徒
大
会
八
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
（
四
×
二
百

メ
ー
ト
ル
）
決
勝
の
時
の
様
子

に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
当

陸
上
部

時
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
は
大

会
の
最
後
の
レ
ー
ス
を
飾
る
注

目
の
レ
ー
ス
で
し
た
。
こ
の
時

は
川
越
高
校
が
勝
つ
か
、
春
日

部
高
校
が
勝
つ
か
二
強
の
時
代

で
し
た
。

し
か
し
今
回
は
春
日
部
高

校
に
強
力
な
新
人
が
入
部
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
新
人
は
前

年
全
国
放
送
陸
上
の
百
メ
ー
ト

ル
走
で
優
勝
し
た
怪
物
で
す

（
名
前
は
大
木
と
言
い
ま
す
）。

勿
論
今
回
の
八
百
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
で
私
と
一
緒
に
走
る
第
四

走
者
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
我
が
川
越
高
校

の
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
は
第
一
走

者
が
三
年
生
の
斎
藤
孝
夫
先

輩
、
第
二
走
者
が
三
年
生
の
金

子
巧
先
輩
、
第
三
走
者
が
三
年

生
の
主
将
河
野
充
夫
先
輩
、
そ

し
て
第
四
走
者
（
ア
ン
カ
ー
）

が
私
二
年
生
長
坂
勲
と
い
う
布

陣
で
し
た
。

こ
の
両
校
の
リ
レ
ー
メ
ン

バ
ー
を
み
る
と
会
場
の
雰
囲
気

は
、
春
日
部
高
校
が
優
勝
す
る

と
思
っ
て
い
た
様
で
し
た
。
試

平成9年9月27日、川高川女陸上部、同学年合同同窓会に出席された松本先生

前
列
左
か
ら
三
人
目
が
松
本
先
生
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《
戦
没
者
遺
児
記
念
館
（
仮

称
）、
戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

（
仮
称
）、
昭
和
館
》
は
、
二
〇

年
前
に
ま
と
め
た
厚
生
省
の
職

場
・
仕
事
の
思
い
出
集
「
私
の

厚
生
行
政
」
所
収
の
援
護
行
政

で
昭
和
館
建
設
に
関
わ
っ
た
部

分
。
印
象
に
残
る
の
は
先
の
大

戦
の
歴
史
認
識
の
難
し
さ
。
戦

没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
（
仮
称
）

の
名
称
が
問
題
を
一
層
難
し
く

し
た
面
が
あ
っ
た
な
と
思
い
起

こ
さ
れ
た
。

昭
和
館
は
昭
和
五
四
年
の
日

本
遺
族
会
の
「
戦
没
者
遺
児
記

念
館
（
仮
称
）」
建
設
要
望
か
ら

厚
生
省
に
お
い
て
検
討
が
始
ま

り
、
平
成
五
年
度
予
算
に
、
戦

後
五
〇
周
年
の
平
成
七
年
開
館

を
目
指
し
て
、
国
民
の
生
活
面

か
ら
見
た
戦
争
の
悲
惨
さ
と
戦

中
戦
後
を
通
し
て
の
国
民
の
生

活
上
の
労
苦
を
後
世
代
に
伝
承

で
き
る
よ
う
な
展
示
等
を
行
う

「
戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
（
仮

称
）」
と
し
て
建
設
費
が
計
上
さ

れ
た
。
し
か
し
、
予
算
の
計
画

通
り
に
は
建
設
は
進
ま
ず
、
曲

折
を
経
て
平
成
一
一
年
三
月
に

「
昭
和
館
」
と
し
て
開
館
し
た
。

検
討
開
始
か
ら
開
館
ま
で

二
〇
年
の
歳
月
を
要
し
、
こ
の

間
有
識
者
委
員
の
ご
協
力
を
頂

き
、
多
く
の
職
員
が
関
わ
り
、

私
も
平
成
四
～
五
年
は
担
当
審

議
官
、
平
成
七
～
八
年
は
担
当

局
長
と
し
て
携
っ
た
。

当
時
は
、
平
成
五
年
八
月
に

は
細
川
連
立
内
閣
が
発
足
し
、

日
本
の
過
去
の
侵
略
行
為
や
植

民
地
支
配
に
深
い
反
省
と
お
詫

び
の
表
明
が
あ
り
、
平
成
六
年

八
月
に
は
村
山
内
閣
総
理
大
臣

の
い
わ
ゆ
る
「
戦
後
五
〇
周
年
」

談
話
が
出
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
。

戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

（
仮
称
）
に
対
し
て
は
、

「
日
本
の
行
っ
た
あ
の

戦
争
に
対
す
る
反
省
の

意
を
表
明
し
、
侵
略
戦

争
の
犠
牲
に
な
っ
た
他

国
の
人
々
の
死
も
追
悼

す
べ
き
」
或
は
「
戦
争

の
後
世
へ
の
伝
承
を
う

た
い
な
が
ら
戦
争
の
悲

惨
さ
を
強
調
し
、
英

霊
追
悼
に
相
応
し
か
ら
ぬ
も
の

で
あ
り
、
国
立
の
侵
略
戦
争
懺

悔
反
戦
祈
念
館
に
な
っ
て
し
ま

う
」
な
ど
な
ど
、
先
の
大
戦
の

歴
史
認
識
の
相
違
か
ら
様
々
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
平
成
七
年

九
月
の
企
画
検
討
委
員
会
座
長

見
解
に
よ
り
、
歴
史
的
評
価
の

分
か
れ
る
問
題
に
つ
い
て
の
展

示
は
避
け
て
資
料
収
集
保
存
を

重
視
し
、
ふ
さ
わ
し
い
正
式
名

称
を
決
め
る
と
の
整
理
に
な
っ

て
い
っ
た
。

《
昭
和
館
》
の
事
業
は
、
戦
中

戦
後
の
国
民
生
活
の
姿
を
伝
え

る
（
１
）
資
料
の
展
示
、
収
集
、

保
存
　（
２
）
基
本
的
図
書
、
映

像
、
音
響
資
料
の
収
集
、
閲
覧

提
供
　（
３
）
関
連
情
報
提
供
　

①
常
設
展
示
室
で
は
昭
和

一
〇
年
頃
か
ら
昭
和
三
〇
年
頃

ま
で
の
国
民
生
活
を
伝
え
る
実

物
資
料
等
を
展
示
　
②
映
像
・

音
響
室
で
は
当
時
の
写
真
、
映

像
、
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
音
響
資

料
を
Ｐ
Ｃ
で
視
聴
で
き
、　
④
図

書
室
で
は
文
献
資
料
が
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
さ
れ
検
索
閲
覧
が
で

き
る
。
　
⑤
当
時
の
ニ
ュ
ー
ス

映
画
を
上
映
す
る
「
昭
和
館
懐

か
し
の
ニ
ュ
ー
ス
シ
ア
タ
ー
」

も
あ
る
。

一
階
入
口
に
元
橋
本
龍
太
郎

内
閣
総
理
大
臣
の
「
昭
和
館
の

沿
革
」
と
題
す
る
銘
板
が
あ
り
、

設
置
の
趣
旨
や
昭
和
の
時
代
の

象
徴
が
先
の
大
戦
で
あ
り
こ
れ

に
よ
っ
て
苦
労
さ
れ
た
方
々
の

労
苦
を
後
世
代
に
伝
え
て
い
こ

う
と
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か

ら
昭
和
館
と
命
名
さ
れ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。

羽
毛
田
信
吾
館
長
は
開
館

二
〇
年
を
迎
え
て
の
ご
挨
拶
で

「
来
館
者
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
戦
後
七
〇
年
に
当
た
る

平
成
二
七
年
度
に
は
五
二
万
人

を
超
え
、
そ
の
後
も
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
小
・

中
学
校
の
来
館
が
年
を
逐
う
て

増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
次
世

代
へ
の
戦
争
体
験
伝
承
へ
の
重

要
性
と
い
う
観
点
か
ら
喜
ば
し

い
。
し
か
し
ま
だ
昭
和
館
を
知

る
人
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。

平
和
の
尊
さ
が
し
っ
か
り
認
識

さ
れ
る
よ
う
、
時
の
経
過
と
と

も
に
薄
れ
ゆ
く
戦
争
に
つ
い
て

の
庶
民
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
伝
え
て
い
く
」
と
述

べ
て
い
る
。

開
館
し
て
二
十
三
年
の
昭
和

館
は
、
関
係
者
の
地
道
な
運
営

努
力
で
充
実
し
て
き
て
い
る
。

関
心
の
向
き
に
応
じ
た
使
い
方

が
あ
る
の
で
、
先
ず
は
一
度
足

を
運
ん
で
い
た
だ
く
の
が
良
い

と
思
う
。

昭
和
館
が
、
今
後
も
多
く
の

人
に
利
用
さ
れ
、
戦
中
・
戦
後

の
国
民
生
活
の
労
苦
を
次
世
代

に
伝
え
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

る
使
命
を
し
っ
か
り
果
た
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。（
了
）
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昭
和
二
十
一
年
四
月
松
本

利
雄
先
生
が
県
立
川
越
高
等
学

校
に
着
任
さ
れ
て
、
愛
称
と
し

て
別
名
「
お
や
じ
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
規
律

正
し
く
厳
し
い
中
で

も
愛
情
を
注
ぎ
、
指

導
さ
れ
て
き
た
事
が

そ
う
呼
ば
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。そ

し
て
先
生
で

思
い
出
す
の
は
誰
も

が
「
め
が
ね
橋
」
と

答
え
ま
す
。
当
時
授

業
の
一
環
と
し
て
、

め
が
ね
橋
の
往
復
競

争
を
取
り
入
れ
、
体

力
の
強
化
と
精
神
力

の
強
さ
を
養
い
お
互

い
の
絆
を
高
め
る
効

果
を
生
み
出
す
こ
と

が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

卒
業
後
、
あ
の
「
め
が
ね
橋
」

の
走
り
が
自
分
の
人
生
に
役
立

つ
こ
と
が
出
来
た
と
多
く
の
方

が
賞
賛
さ
れ
、
当
時
陸
上
部
員

の
一
員
で
あ
っ
た
私
に
も
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
先
生
の
歴
史
に
少

し
触
れ
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
先
生
は
日
本
体
育
専

門
学
校
（
現
日
本
体
育
大
学
）

を
卒
業
さ
れ
、
埼
玉
県
立
川
越

高
等
学
校
の
体
育
顧
問
と
し
て

三
十
二
年
間
、携
わ
り
ま
し
た
。

赴
任
早
々
、
当
時
最
新
だ
っ
た

欧
米
流
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
走
法

を
練
習
に
取
り
入
れ
て
、
そ
れ

が
功
を
奏
し
県
立
川
越
高
等
学

校
陸
上
競
技
部
の
黄
金
時
代
を

（
昭
和
二
十
六
年
）
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
春
の
県
学
徒
総
合

体
育
大
会
四
年
連
続
優
勝
、
昭

和
二
十
八
年
全
国
高
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
）
に
は
木
村
昭
夫
大
先
輩
が

五
千
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
、
駅
伝

で
は
毎
年
十
二
月
京
都
路
を

走
る
全
国
高
校
駅
伝
で
昭
和

二
十
六
年
に
六
位
入
賞
、
昭
和

二
十
七
年
に
は
三
位
入
賞
と
い

う
実
績
を
作
り
、
全
国
に
埼
玉

県
立
川
越
高
等
学
校
陸
上
競
技

部
こ
こ
に
あ
り
と
、
天
下
に
そ

長
坂

　
勲
（
高
十
回
）

の
名
を
轟
か
せ
た
の
で
あ
り
ま

す
。こ

う
し
た
実
績
が
全
国
の

競
技
指
導
者
に
認
め
ら
れ
、
県

高
体
連
、
県
陸
協
、
関
東
高
体

連
、
関
東
陸
協
、
日
本
陸
連
な

ど
の
理
事
を
長
く
勤
め
ら
れ
、

ほ
か
埼
玉
陸
協
理
事
長
、会
長
、

名
誉
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
国
体

埼
玉
県
総
監
督
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
写
真
判
定
主
任
な
ど
歴

史
に
残
る
役
員
等
も
勤
め
ら
れ

ま
し
た
。
更
に
指
導
者
と
し
て

の
功
績
と
し
て
秩
父
宮
賞
、
文

部
大
臣
賞
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
平

成
五
年
に
受
賞
し
た「
有
功
賞
」

は
名
高
く
、
全
国
の
陸
上
競
技

指
導
者
の
中
で
年
に
一
、二
名

し
か
受
賞
出
来
な
い
貴
重
な
賞

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
先
生
と
の
個
人
的

な
思
い
出
で
申
し
訳
な
く
思
い

ま
す
が
、
私
が
高
校
二
年
春
の

県
陸
上
競
技
学
徒
大
会
八
百

メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
（
四
×
二
百

メ
ー
ト
ル
）
決
勝
の
時
の
様
子

に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
当

陸
上
部

時
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
は
大

会
の
最
後
の
レ
ー
ス
を
飾
る
注

目
の
レ
ー
ス
で
し
た
。
こ
の
時

は
川
越
高
校
が
勝
つ
か
、
春
日

部
高
校
が
勝
つ
か
二
強
の
時
代

で
し
た
。

し
か
し
今
回
は
春
日
部
高

校
に
強
力
な
新
人
が
入
部
し
て

お
り
ま
し
た
。
そ
の
新
人
は
前

年
全
国
放
送
陸
上
の
百
メ
ー
ト

ル
走
で
優
勝
し
た
怪
物
で
す

（
名
前
は
大
木
と
言
い
ま
す
）。

勿
論
今
回
の
八
百
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
で
私
と
一
緒
に
走
る
第
四

走
者
と
し
て
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
我
が
川
越
高
校

の
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
は
第
一
走

者
が
三
年
生
の
斎
藤
孝
夫
先

輩
、
第
二
走
者
が
三
年
生
の
金

子
巧
先
輩
、
第
三
走
者
が
三
年

生
の
主
将
河
野
充
夫
先
輩
、
そ

し
て
第
四
走
者
（
ア
ン
カ
ー
）

が
私
二
年
生
長
坂
勲
と
い
う
布

陣
で
し
た
。

こ
の
両
校
の
リ
レ
ー
メ
ン

バ
ー
を
み
る
と
会
場
の
雰
囲
気

は
、
春
日
部
高
校
が
優
勝
す
る

と
思
っ
て
い
た
様
で
し
た
。
試

平成9年9月27日、川高川女陸上部、同学年合同同窓会に出席された松本先生

前
列
左
か
ら
三
人
目
が
松
本
先
生
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こ
こ
か
ら
す
ぐ
近
く
に
勝
海

舟
の
生
誕
地
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
海
舟
の
父
の
実
家
が
あ
っ

た
場
所
で
、
七
歳
ま
で
過
ご
し

た
そ
う
で
す
。
経
歴
を
説
明
し

た
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
脇
に
は
西
郷
隆

盛
の
孫
で
、
法
務
大
臣
だ
っ
た

合
前
ア
ン
カ
ー
を
走
る
私
に
先

生
は
「
い
い
か
相
手
は
背
が
高

い
、
曲
線
は
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち

る
。
お
前
は
そ
こ
を
突
け
！
思

い
切
り
腕
を
振
り
直
線
に
入
っ

て
も
緩
め
る
な
。」
と
言
い
ま

し
た
。

一
走
の
斉
藤
先
輩
は
春
日

部
高
校
を
引
き
離
し
そ
の
ま
ま

二
走
三
走
と
バ
ト
ン
を
繋
い
で

き
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
で
バ
ト
ン

を
受
け
た
ア
ン
カ
ー
私
は
、
先

生
の
指
示
通
り
曲
線
で
は
懸
命

に
腕
を
振
り
、
直
線
で
は
差
を

詰
め
ら
れ
ま
し
た
が
放
送
陸
上

百
メ
ー
ト
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

木
選
手
を
振
り
切
り
ゴ
ー
ル
、

勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
先

輩
達
の
懸
命
な
走
り
、
そ
し
て

先
生
の
一
言
が
無
か
っ
た
ら
優

勝
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

当
時
は
そ
ん
な
思
い
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

あ
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
走
っ
た

二
百
メ
ー
ト
ル
を
思
い
出
す
と

万
感
胸
に
迫
る
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
人
間
い
か
な
る
境
遇

に
陥
っ
て
も
決
し
て
諦
め
て
は

い
け
な
い
、
自
分
を
信
じ
て
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
先
生
は
指
導

者
と
し
て
立
派
な
功
績
を
残
さ

れ
、
平
成
九
年
十
二
月
十
五

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

八
十
八
歳
で
し
た
。
今
も
川
越

高
校
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
は
、
松

本
先
生
か
ら
受
け
た
薫
陶
を
語

り
継
い
で
い
ま
す
。

  
秋

の

散

策

会

秋

の

散

策

会

原  

宗
康
（
高
四
十
一
回
）

吉
良
邸
界
隈
散
策

二
〇
二
一
年
度
も
前
年
度
か

ら
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

初
雁
会
の
活
動
も
大
き
く
制
限

さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

春
季
に
続
い
て
、
秋
季
に
関
し

て
も
感
染
拡
大
第
五
波
の
影
響

に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
に
し
て
九
月
後
半

か
ら
大
き
く
新
規
感
染
者
数
の

減
少
と
と
も
に
、
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
と
な
り
、
一
年
ぶ
り

の
活
動
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
忠
臣
蔵
」
討
ち
入

り
の
舞
台
と
な
っ
た
両
国
、
吉

良
邸
周
辺
を
訪
ね
ま
し
た
。
今

回
、
初
雁
会
藤
沢
周
平
読
書
サ

ロ
ン
進
行
役
の
圓
山
壽
和
氏（
高

十
七
回
）
に
企
画
を
頂
き
、
事

前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
寄
稿
、

当
日
に
は
参
加
者
へ
の
資
料
の

準
備
等
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務
局
と

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
九
日
㈯
、
十
時
に
Ｊ
Ｒ

両
国
駅
前
に
集
合
し
た
参
加
者

は
十
九
名
。
数
日
前
に
は
大
き

な
地
震
が
起
き
、
電
車
が
止
ま

る
と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
ば
か

り
で
、
少
々
不
安
な
面
が
あ
り

ま
し
た
が
、
当
日
は
久
々
の
秋

晴
れ
で
ま
さ
に
散
策
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

ま
ず
駅
か
ら
程
近
い
回
向
院

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
の

「
明
暦
の
大
火
」
の
鎮
魂
の
た
め

に
建
立
さ
れ
た
、
本
所
両
国
の

シ
ン
ボ
ル
的
寺
院
。
討
ち
入
り

後
の
義
士
は
こ
こ
で
休
息
を
と

ろ
う
と
し
た
が
、
開
門
前
だ
っ

た
た
め
入
れ
ず
、
両
国
橋
ま
で

歩
い
た
逸
話
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
供
養
塔
が
あ
る
中
で
、
鼠

小
僧
次
郎
吉
の
墓
が
あ
る
こ
と

も
有
名
で
す
。

そ
こ
か
ら
徒
歩
で
討
ち
入
り

の
舞
台
と
な
っ
た
吉
良
邸
跡
に

向
か
い
ま
し
た
。
途
中
、
そ
の

吉
良
邸
の
あ
っ
た
松
坂
町
の
名

称
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、

昭
和
七
年
に
建
て
ら
れ
た
松
坂

町
の
石
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
所
松
坂
公
園
、

吉
良
邸
跡
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
あ
の
討
ち
入
り
の
舞
台

と
な
っ
た
場
所
で
す
。
正
面
右

に
は
「
赤
穂
浪
士
遺
蹟
　
吉
良

邸
跡
」
の
石
碑
。
園
内
に
は
西

尾
市
の
華
蔵
寺
に
あ
る
上
野
介

座
像
を
再
現
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
園
内
で
は
参
加
し
た
皆

さ
ん
が
、
そ
の
時
代
に
思
い
を

馳
せ
て
お
り
ま
し
た
。

吉良邸跡を散策

勝海舟生誕の地で記念写真
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（
高
二
十
七
回
）

雁
の
記

川

越

散

策

日

記

荒
牧 

澄
多

今
回
は
、
建
物
の
中
を
拝
見

し
ま
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
隣
に
建
っ
て
い

た
下
見
板
張
り
の
建
物
が
、
昨

年
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉

県
の
健
康
保
健
所
と
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、

昭
和
初
期
の
官
庁

建
築
と
い
う
貴
重

な
歴
史
的
遺
産
で

し
た
。

本
題
に
戻
っ

て
、
分
室
の
建
物

は
、
瓦
葺
き
の
寄

棟
造
り
平
屋
建

て
、
縁
側
は
銅
板

葺
き
の
下
屋
に

な
っ
て
お
り
、
商

家
と
は
異
な
る
繊

細
さ
を
感
じ
ま

す
。
瓦
は
葺
き
替

え
ら
れ
て
お
り
、

鬼
瓦
が
御
所
型
か

中
央
公
民
館
分
室ら

今
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

入
母
屋
造
り
の
玄
関
の
硝
子

戸
を
引
分
け
て
中
に
入
る
と
、

一
間
幅
の
ま
っ
す
ぐ
な
廊
下
が

目
に
留
り
ま
す
。
突
き
当
た
り

は
、
杉
戸
で
主
座
敷
側
と
区
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

間
取
り
は
大
き
く
、
三
つ
に

分
か
れ
ま
す
。

ま
ず
、
廊
下
の
右
側
の
、
中

廊
下
を
挟
ん
だ
六
畳
二
間
と
台

所
や
二
畳
間
、
そ
し
て
便
所
で

す
。
こ
の
便
所
は
、
風
呂
場
で

し
た
が
公
民
館
へ
の
改
修
時
に

直
し
ま
し
た
。
二
畳
間
は
女
中

部
屋
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
一
画
は
、
内
向
き
の
諸
室

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

廊
下
を
進

み
杉
戸
を
引

く
と
、
十
畳

と
六
畳
半
か

ら
な
る
座
敷

に
入
り
ま
す
。

一
間
幅
の
廊

下
は
、
こ
の
二

室
を
Ｌ
字
型

に
取
り
囲
む

縁
側
に
な
り
、

巾
三
尺
分
は

薄ウ
ス
ベ
リ縁
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
こ

は
、
接
客
の
た

め
の
重
要
な

十畳の間

西
郷
吉
之
助
の
揮
毫
し
た
勝
海

舟
生
誕
の
地
の
碑
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
一
行
の
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

散
策
会
の
最
後
は
出
発
地
で

あ
る
両
国
駅
脇
に
あ
る
江
戸
東

京
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
江
戸
東
京
の
歴
史
と
文

化
に
つ
い
て
、
豊
富
な
資
料
や

復
元
模
型
を
と
お
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
博
物
館
で
す
。

特
に
圧
巻
な
の
は
実
物
大
で
復

元
し
た
日
本
橋
で
す
。
そ
の
他
、

寛
永
時
代
の
町
人
地
、
大
名
屋

敷
、
江
戸
御
殿
を
精
密
に
復
元

し
た
縮
尺
模
型
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
模
型
を
使

用
し
て
、
江
戸
文
化
を
紹
介
し

て
お
り
ま
す
が
、
大
変
興
味
深

く
時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
一
行
は
出
発
地
の

両
国
駅
に
戻
り
、
散
策
会
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
久
々
に
会

員
の
皆
さ
ん
の
お
顔
を
拝
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

玄関 

２畳 

６畳 

３畳 １０畳 

玄関 勝手口 

納戸 

６畳半 

６畳 ６畳 

吊
床 

床 

洞床 

壁
床 

床 

元風呂場 

便所 

廊下 縁側 

縁側 

出書院 

床脇 

間取り図

そ
の
二

空
間
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
、
主
屋
か
ら
張

り
出
し
た
玄
関
左
脇
の
六
畳
間

と
奥
の
三
畳
間
で
す
。

そ
れ
で
は
、
主
な
部
屋
を
覗

い
て
見
ま
し
ょ
う
。

十
畳
間
の
床
は
、
幅
一
間
、

奥
行
き
四
尺
五
寸
の
畳
敷
で
、

壁
は
和
紙
を
押オ
シ
ブ
チ縁
で
抑
え
て
張

る
と
い
う
張
付
壁
と
い
う
仕
上

げ
で
す
。
御
殿
建
築
で
よ
く
使

わ
れ
る
壁
の
技
法
で
す
。
床
脇
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こ
こ
か
ら
す
ぐ
近
く
に
勝
海

舟
の
生
誕
地
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
は
海
舟
の
父
の
実
家
が
あ
っ

た
場
所
で
、
七
歳
ま
で
過
ご
し

た
そ
う
で
す
。
経
歴
を
説
明
し

た
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
脇
に
は
西
郷
隆

盛
の
孫
で
、
法
務
大
臣
だ
っ
た

合
前
ア
ン
カ
ー
を
走
る
私
に
先

生
は
「
い
い
か
相
手
は
背
が
高

い
、
曲
線
は
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち

る
。
お
前
は
そ
こ
を
突
け
！
思

い
切
り
腕
を
振
り
直
線
に
入
っ

て
も
緩
め
る
な
。」
と
言
い
ま

し
た
。

一
走
の
斉
藤
先
輩
は
春
日

部
高
校
を
引
き
離
し
そ
の
ま
ま

二
走
三
走
と
バ
ト
ン
を
繋
い
で

き
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
で
バ
ト
ン

を
受
け
た
ア
ン
カ
ー
私
は
、
先

生
の
指
示
通
り
曲
線
で
は
懸
命

に
腕
を
振
り
、
直
線
で
は
差
を

詰
め
ら
れ
ま
し
た
が
放
送
陸
上

百
メ
ー
ト
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

木
選
手
を
振
り
切
り
ゴ
ー
ル
、

勝
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
先

輩
達
の
懸
命
な
走
り
、
そ
し
て

先
生
の
一
言
が
無
か
っ
た
ら
優

勝
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

当
時
は
そ
ん
な
思
い
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

あ
の
ア
ン
カ
ー
と
し
て
走
っ
た

二
百
メ
ー
ト
ル
を
思
い
出
す
と

万
感
胸
に
迫
る
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
人
間
い
か
な
る
境
遇

に
陥
っ
て
も
決
し
て
諦
め
て
は

い
け
な
い
、
自
分
を
信
じ
て
生

き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
、
先
生
は
指
導

者
と
し
て
立
派
な
功
績
を
残
さ

れ
、
平
成
九
年
十
二
月
十
五

日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

八
十
八
歳
で
し
た
。
今
も
川
越

高
校
陸
上
競
技
部
Ｏ
Ｂ
は
、
松

本
先
生
か
ら
受
け
た
薫
陶
を
語

り
継
い
で
い
ま
す
。

  

秋

の

散

策

会

秋

の

散

策

会

原  

宗
康
（
高
四
十
一
回
）

吉
良
邸
界
隈
散
策

二
〇
二
一
年
度
も
前
年
度
か

ら
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

初
雁
会
の
活
動
も
大
き
く
制
限

さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

春
季
に
続
い
て
、
秋
季
に
関
し

て
も
感
染
拡
大
第
五
波
の
影
響

に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
に
し
て
九
月
後
半

か
ら
大
き
く
新
規
感
染
者
数
の

減
少
と
と
も
に
、
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
と
な
り
、
一
年
ぶ
り

の
活
動
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
「
忠
臣
蔵
」
討
ち
入

り
の
舞
台
と
な
っ
た
両
国
、
吉

良
邸
周
辺
を
訪
ね
ま
し
た
。
今

回
、
初
雁
会
藤
沢
周
平
読
書
サ

ロ
ン
進
行
役
の
圓
山
壽
和
氏（
高

十
七
回
）
に
企
画
を
頂
き
、
事

前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
寄
稿
、

当
日
に
は
参
加
者
へ
の
資
料
の

準
備
等
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
務
局
と

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

十
月
九
日
㈯
、
十
時
に
Ｊ
Ｒ

両
国
駅
前
に
集
合
し
た
参
加
者

は
十
九
名
。
数
日
前
に
は
大
き

な
地
震
が
起
き
、
電
車
が
止
ま

る
と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
ば
か

り
で
、
少
々
不
安
な
面
が
あ
り

ま
し
た
が
、
当
日
は
久
々
の
秋

晴
れ
で
ま
さ
に
散
策
日
和
と
な

り
ま
し
た
。

ま
ず
駅
か
ら
程
近
い
回
向
院

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら

は
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
の

「
明
暦
の
大
火
」
の
鎮
魂
の
た
め

に
建
立
さ
れ
た
、
本
所
両
国
の

シ
ン
ボ
ル
的
寺
院
。
討
ち
入
り

後
の
義
士
は
こ
こ
で
休
息
を
と

ろ
う
と
し
た
が
、
開
門
前
だ
っ

た
た
め
入
れ
ず
、
両
国
橋
ま
で

歩
い
た
逸
話
が
あ
り
ま
す
。
多

く
の
供
養
塔
が
あ
る
中
で
、
鼠

小
僧
次
郎
吉
の
墓
が
あ
る
こ
と

も
有
名
で
す
。

そ
こ
か
ら
徒
歩
で
討
ち
入
り

の
舞
台
と
な
っ
た
吉
良
邸
跡
に

向
か
い
ま
し
た
。
途
中
、
そ
の

吉
良
邸
の
あ
っ
た
松
坂
町
の
名

称
が
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、

昭
和
七
年
に
建
て
ら
れ
た
松
坂

町
の
石
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
所
松
坂
公
園
、

吉
良
邸
跡
へ
向
か
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
あ
の
討
ち
入
り
の
舞
台

と
な
っ
た
場
所
で
す
。
正
面
右

に
は
「
赤
穂
浪
士
遺
蹟
　
吉
良

邸
跡
」
の
石
碑
。
園
内
に
は
西

尾
市
の
華
蔵
寺
に
あ
る
上
野
介

座
像
を
再
現
し
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
園
内
で
は
参
加
し
た
皆

さ
ん
が
、
そ
の
時
代
に
思
い
を

馳
せ
て
お
り
ま
し
た
。

吉良邸跡を散策

勝海舟生誕の地で記念写真
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（
高
二
十
七
回
）

雁
の
記

川

越

散

策

日

記

荒
牧 

澄
多

今
回
は
、
建
物
の
中
を
拝
見

し
ま
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、
隣
に
建
っ
て
い

た
下
見
板
張
り
の
建
物
が
、
昨

年
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉

県
の
健
康
保
健
所
と
し
て
建
て

ら
れ
た
も
の
で
、

昭
和
初
期
の
官
庁

建
築
と
い
う
貴
重

な
歴
史
的
遺
産
で

し
た
。

本
題
に
戻
っ

て
、
分
室
の
建
物

は
、
瓦
葺
き
の
寄

棟
造
り
平
屋
建

て
、
縁
側
は
銅
板

葺
き
の
下
屋
に

な
っ
て
お
り
、
商

家
と
は
異
な
る
繊

細
さ
を
感
じ
ま

す
。
瓦
は
葺
き
替

え
ら
れ
て
お
り
、

鬼
瓦
が
御
所
型
か

中
央
公
民
館
分
室ら

今
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

入
母
屋
造
り
の
玄
関
の
硝
子

戸
を
引
分
け
て
中
に
入
る
と
、

一
間
幅
の
ま
っ
す
ぐ
な
廊
下
が

目
に
留
り
ま
す
。
突
き
当
た
り

は
、
杉
戸
で
主
座
敷
側
と
区
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

間
取
り
は
大
き
く
、
三
つ
に

分
か
れ
ま
す
。

ま
ず
、
廊
下
の
右
側
の
、
中

廊
下
を
挟
ん
だ
六
畳
二
間
と
台

所
や
二
畳
間
、
そ
し
て
便
所
で

す
。
こ
の
便
所
は
、
風
呂
場
で

し
た
が
公
民
館
へ
の
改
修
時
に

直
し
ま
し
た
。
二
畳
間
は
女
中

部
屋
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
一
画
は
、
内
向
き
の
諸
室

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

廊
下
を
進

み
杉
戸
を
引

く
と
、
十
畳

と
六
畳
半
か

ら
な
る
座
敷

に
入
り
ま
す
。

一
間
幅
の
廊

下
は
、
こ
の
二

室
を
Ｌ
字
型

に
取
り
囲
む

縁
側
に
な
り
、

巾
三
尺
分
は

薄ウ
ス
ベ
リ縁
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
こ

は
、
接
客
の
た

め
の
重
要
な

十畳の間

西
郷
吉
之
助
の
揮
毫
し
た
勝
海

舟
生
誕
の
地
の
碑
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
一
行
の
記
念
撮
影

を
行
い
ま
し
た
。

散
策
会
の
最
後
は
出
発
地
で

あ
る
両
国
駅
脇
に
あ
る
江
戸
東

京
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
江
戸
東
京
の
歴
史
と
文

化
に
つ
い
て
、
豊
富
な
資
料
や

復
元
模
型
を
と
お
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
る
博
物
館
で
す
。

特
に
圧
巻
な
の
は
実
物
大
で
復

元
し
た
日
本
橋
で
す
。
そ
の
他
、

寛
永
時
代
の
町
人
地
、
大
名
屋

敷
、
江
戸
御
殿
を
精
密
に
復
元

し
た
縮
尺
模
型
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
模
型
を
使

用
し
て
、
江
戸
文
化
を
紹
介
し

て
お
り
ま
す
が
、
大
変
興
味
深

く
時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
一
行
は
出
発
地
の

両
国
駅
に
戻
り
、
散
策
会
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
久
々
に
会

員
の
皆
さ
ん
の
お
顔
を
拝
見
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。

玄関 

２畳 

６畳 

３畳 １０畳 

玄関 勝手口 

納戸 

６畳半 

６畳 ６畳 

吊
床 

床 

洞床 

壁
床 

床 

元風呂場 

便所 

廊下 縁側 

縁側 

出書院 

床脇 

間取り図

そ
の
二

空
間
で
し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
、
主
屋
か
ら
張

り
出
し
た
玄
関
左
脇
の
六
畳
間

と
奥
の
三
畳
間
で
す
。

そ
れ
で
は
、
主
な
部
屋
を
覗

い
て
見
ま
し
ょ
う
。

十
畳
間
の
床
は
、
幅
一
間
、

奥
行
き
四
尺
五
寸
の
畳
敷
で
、

壁
は
和
紙
を
押オ
シ
ブ
チ縁
で
抑
え
て
張

る
と
い
う
張
付
壁
と
い
う
仕
上

げ
で
す
。
御
殿
建
築
で
よ
く
使

わ
れ
る
壁
の
技
法
で
す
。
床
脇
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残
念
な
が
ら
、
本
年
度
総
会
は
書

面
審
査
の
形
を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。第
五
波
の
コ
ロ
ナ
の
ピ
ー

ク
を
も
っ
て
終
焉
に
向
か
う
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
コ
ロ

ナ
と
の
先
の
見
え
な
い
戦
い
を
続
け

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
で
す
。

川
越
初
雁
会
の
行
事
も
、
感
染
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
継
続
し
て
行
く

よ
う
に
計
画
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
例
年
の
行

事
が
開
催
出
来
る
こ
と
を
待
ち
望
ん

で
い
ま
す
。

令和３年度川越初雁会総会は書面にて決議

九
段
坂
下
の
『
昭
和
館
』
に
つ
い
て

佐
々
木 

典
夫
（
高
十
二
回
）

昭和館正面入り口

厚
生
省
在
職
中
に
、
昭
和
館
設
立
に

深
く
関
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
、佐
々

木
氏
に
経
過
や
館
の
展
示
内
容
に
つ
い

て
記
述
し
て
頂
き
ま
し
た
。

昭
和
館
は
、
千
代
田
区
の
九
段
坂
下

に
あ
り
、
九
段
会
館
に
隣
接
し
た
七
階

建
て
の
特
徴
の
あ
る
建
物
で
す
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
具
合
に
よ
る
の
で
す
が
、
春

の
散
策
会
で
見
学
す
る
予
定
で
す
。

川
越
初
雁
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

佐
々
木
氏
の
文
章
が
も
う
少
し
詳
し
く

記
載
さ
れ
て
い
る
他
、
十
五
回
の
岡
部

氏
の
感
想
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

合
わ
せ
て
そ
ち
ら
も
ご
覧
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
の
終
焉
を
願
っ
て

コ
ロ
ナ
の
終
焉
を
願
っ
て

川
越
初
雁
会
会
長

岩
堀

　

弘
明

経
過
報
告
　
　

　（
事
務
局
）

総
会
の
案
内
を
準
備
し
て
い

た
七
月
中
旬
時
点
で
は
、
九
月

十
八
日
予
定
の
総
会
は
何
と
か

開
催
で
き
る
状
況
で
し
た
。

念
の
た
め
、
書
面
開
催
の

準
備
も
し
て
お
き
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
こ
れ
が
生
き
て
く
る

と
は
思
い
も
寄
ら
な
い
状
況

の
変
化
で
し
た
。
ち
な
み
に
、

百
三
十
九
名
の
返
信
・
賛
成
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

ひ
と
え
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
・
デ
ル
タ
株
の
急
速
な
拡

大
に
よ
る
も
の
で
す
。

七
月
三
十
日
に
埼
玉
県
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
九

月
九
日
に
三
十
日
ま
で
の
延
長

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

点
で
総
会
の
中
止
、
書
面
総
会

へ
の
移
行
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
宣
言
は
九
月
三
十

日
に
解
除
さ
れ
、
十
月
九
日
の

散
策
会
（
両
国
界
隈
）
は
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

講
演
会

令
和
四
年
三
月
十
九
日
（
土
）

　
十
五
時

川
越
高
校
図
書
館
二
階

セ
ミ
ナ
ー
室

講
師
：
田
中
敦
氏
（
高
三
十
四
）

　
山
梨
大
学
教
授

　
演
題
：
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
と

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

散
策
会

令
和
四
年
六
月
十
一
日
（
土
）

九
段
坂
下
『
昭
和
館
』

マ
ス
ク
な
し
の
挨
拶
が
懐
か
し
い

令
和
元
年
九
月
の
総
会
の
写
真

http://www.kawagoe-hatukarikai.com/
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十
月
十
四
日
　
川
越
カ
ン

ト
リ
ー
に
て
一
年
ぶ
り
の
初
雁

会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
春
は
見

送
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
参

加
（
三
十
九
名
）
を
い
た
だ
き

第
十
九
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

発
行
人

会 

長 

岩
堀 

弘
明

事
務
局 

川
越
市
六
軒
町
一
─

三
─

十

題
字 

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷 

（株）
櫻
井
印
刷
所

  

梶
田

　
進
一
（
高
二
十
回
）

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。成

績
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優
勝
　
小
松
正
彦
様（
十
七
回
）

準
優
勝
　
平
野
満
様（
十
六
回
）

３
位
　
伊
東
通
夫
様（
二
十
回
）

な
お
、
今
回
も
自
粛
要
請
が

あ
り
パ
ー
テ
ィ
の
中
止
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
前
半
の
ス
コ
ア
集

計
で
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

一
同
を
介
し
て
の
懇
親
会
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
久
し
ぶ

り
に
お
互
い
の
元
気
な
姿
に
出

合
い
、
楽
し
い
一
時
を
共
有
で

き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
次
回

三
月
二
十
四
日
は
第
二
十
回
と

な
り
ま
す
。
多
く
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費
二
千
円
未
納
の
方
は
、

お
早
め
に
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

と
出
書
院
も
附
属
し
て
い
ま

す
。
こ
の
出
書
院
の
前
で
八
雲

の
長
男
の
一
雄
氏
は
、
父
の
遺

品
の
机
に
向
か
っ
て
執
筆
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
北
側
は
、

洞ホ
ラ
ド
コ床
を
持
つ
変
形
の
六
畳
半
で

す
。
両
部
屋
の
境
に
嵌
め
込
ま

れ
た
欄
間
に
は
、
鳳
凰
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
伯
爵

邸
時
代
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。

奥
に
あ
る
三
畳
間
は
、
網
代

天
井
と
樹
皮
を
残
し
た
ま
ま
の

柱
、
鴨
居
下
に
厚
板
を
貼
っ
た

だ
け
の
床
、
繊
細
な
桟
の
障
子

と
い
う
よ
う
に
茶
室
の

設
え
で
す
。
庭
の
池
の

州
浜
に
張
り
出
し
て

建
っ
て
い
ま
す
。

玄
関
左
脇
の
座
敷
も

吊
床
と
下
地
窓
を
持
っ

た
数
寄
の
空
間
で
、
こ

の
部
屋
だ
け
の
縁
側
を

持
ち
、
砂
壁
の
足
元
に

は
、
箒
で
壁
が
痛
ま
な

い
よ
う
に
反
故
紙
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
。

縁
側
の
硝
子
戸
は
、

流
木
を
使
っ
た
腰
板

に
、
ガ
ラ
ス
は
往
時
の
ゆ
が
ん

だ
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
縁
側
に
山
吉
さ
ん
が

立
っ
て
、
庭
で
の
障
子
張
り
の

様
子
を
じ
っ
と
見
て
い
た
と
、

経
師
の
故
安
藤
和
一
氏
は
お
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

近
代
の
和
風
住
宅
に
く
わ
し

い
某
大
学
教
授
に
見
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
非
常
に
質
の
い

い
建
築
で
あ
り
、
保
存
す
べ
き

価
値
が
高
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

早
い
再
開
が
望
ま
れ
ま
す
。

平
成
三
十
年
か
ら
十
七
回

卒
、
圓
山
さ
ん
を
中
心
に
、
藤

沢
周
平
の
作
品
を
朗
読
し
な
が

ら
、
鑑
賞
す
る
サ
ロ
ン
を
隔
月

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

幸
す
し
、
長
島
さ
ん
の
座
敷
を

お
借
り
し
て
、
の
ん
び
り
と
江

戸
時
代
の
よ
う
な
情
緒
を
味
わ

い
な
が
ら
の
読
書
会
で
す
。
今

年
は
「
玄
鳥
」
を
読
み
継
い
で

い
ま
す
。

こ
の
読
書
会
と
併
行
し
て
、

近
現
代
史
の
読
書
会
も
隔
月
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
安

藤
優
一
郞
著
「
渋
沢
栄
一
と
勝

海
舟
」
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

会
員
の
増
村
さ
ん
の
「
チ
モ
ト

コ
ー
ヒ
ー
」
の
喫
茶
室
で
開
催

さ
れ
、
朗
読
を
し
な
が
ら
近
代

を
動
か
し
た
人
々
の
機
微
を
読

み
解
い
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

会
も
七
，
八
名
の
参
加
者
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま

で
連
絡
下
さ
い
。（
事
務
局
）

藤
沢
周
平
と

安
藤
優
一
郞
を
読
む

読
書
サ
ロ
ン
へ
の
お
誘
い

中央公民館分室正面玄関

久しぶりの初雁会のゴルフコンペ　39名が参加して盛大に開催




